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「
第
１
回
日
本
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学

会
総
会
」

令
和
元
年
７
月
20
日
〜
21
日
に
開
催

柳
澤 
厚
生 

国
際
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
会 

会
長
　
点
滴
療
法
研
究
会 

会
長

 

ス
ピ
ッ
ク
ク
リ
ニ
ッ
ク 

名
誉
院
長

令
和
元
年
７
月
20
～
21
日
に
日
本
オ
ー

ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
会
第
１
回
総
会
が

東
京
で
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
（
２
０
１
８
年
）
４
月
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
国
際
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医

学
会
第
47
回
世
界
大
会
で
は
２
０
０
０
名

を
越
え
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
が
出
席
し
、
本
医
学
会
が
提
唱
す

る
治
療
や
予
防
の
レ
ベ
ル
ま
で
高
め
た
栄

養
療
法
﹃
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
﹄

へ
の
医
療
従
事
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
国

民
の
期
待
と
関
心
が
実
感
で
き
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
国
際
学
会
に
続
く
日
本
オ
ー
ソ
モ

レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
会
旗
揚
げ
の
第
１
回
総

会
の
会
頭
を
私
が
務
め
ま
す
（
図
１
）。

■
こ
れ
ま
で
の
学
会
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
る
運
営
方
針

新
た
に
発
信
す
る
日
本
オ
ー
ソ
モ
レ
キ

ュ
ラ
ー
医
学
会
の
運
営
に
つ
い
て
理
事
会

で
話
し
合
い
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
従
来

の
医
学
会
の
慣
習
に
捕
ら
わ
れ
ず
リ
ベ
ラ

ル
で
あ
り
、
参
加
者
の
期
待
を
越
え
る
学

会
に
す
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
そ
し

患
者
と
医
師
の
た
め
の
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図１　第１回日本オーソモレキュラー医学会イメージポスター

写真２　15人の講師一覧

写真１　学会会場となる笹川記
念会館
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て
第
1
回
総
会
の
運
営
方
針
が
次
の
よ
う

に
決
ま
り
ま
し
た
。

⑴
進
化
し
続
け
る
最
新
の
オ
ー
ソ
モ
レ

キ
ュ
ラ
ー
医
学
の
教
育
的
な
講
演
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
む

従
来
の
医
学
会
で
は
大
学
の
研
究
的
な

発
表
が
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ソ

モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
は
ピ
ー
プ
ル
ズ
メ
デ

ィ
ス
ン
（
市
民
の
医
学
：peopleʼs 

m
edicine

）
で
あ
り
、
開
業
医
の
診
療
や

市
民
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
広
が
っ

た
医
学
で
あ
る
。
そ
の
後
に
ア
カ
デ
ミ
ア

で
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
す
る
と
い
う
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
カ
デ
ミ
ア

ョ
ナ
ル
ば
か
り
で
な
く
、
国
民
と
の
間
に

い
る
方
々
を
学
会
に
招
き
入
れ
る
こ
と
で
、

国
民
へ
の
普
及
の
速
度
を
早
め
る
。

■
学
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
栄
養
医

療
が
つ
く
る
健
康
な
未
来
」

こ
う
し
て
第
１
回
日
本
オ
ー
ソ
モ
レ
キ

ュ
ラ
ー
医
学
会
を
令
和
元
年
7
月
に
東
京

都
港
区
の
笹
川
記
念
会
館
で
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
１
）。

学
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
栄
養
医
療
が
つ

く
る
健
康
な
未
来
」
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
15
人
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
に
よ
る
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま

の
エ
ビ
デ
ン
ス
か
ら
診
療
現
場
に
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
は
な
い
。
第
1
回
総
会
は
研
究

発
表
の
場
で
は
な
く
、
臨
床
現
場
や
市
民

生
活
の
中
で
実
践
的
に
活
用
で
き
る
具
体

的
な
情
報
を
伝
え
る
場
で
あ
り
、
講
師
は

現
場
で
最
新
の
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医

学
を
実
践
す
る
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
を
招
く
。

特
に
若
手
の
斬
新
な
リ
ー
ダ
ー
に
期
待
す

る
。⑵

ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
か
ら
研
究
者
、
健
康
に
関
心
の
あ
る
市

民
を
集
結
す
る

オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
を
伝
え
る

う
え
で
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

し
た
（
写
真
２
）。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
が
ん
か
ら
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
、
水
素
か
ら
医
療
用
大
麻
、

腸
内
環
境
か
ら
ブ
レ
イ
ン
ヘ
ル
ス
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
か
ら
歯
科
や
整
形
外
科
、
食

か
ら
サ
プ
リ
メ
ン
ト
ま
で
日
常
か
ら
医
療

現
場
に
活
用
で
き
る
先
端
的
な
内
容
と
な

り
ま
す
。
参
加
者
が
期
待
を
越
え
て
満
足

で
き
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
・
表

２
）。

■
お
わ
り
に

オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
と
は
「
体

の
中
に
自
然
に
存
在
す
る
物
質
（
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
）
を
分

子
レ
ベ
ル
で
最
適
な
量
を
投
与
し
て
病
気

の
予
防
と
治
療
を
す
る
」
で
す
。
日
本
で

初
め
て
の
日
本
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医

学
会
総
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
：

日
本
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://isom
-japan.org/
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杏林大学保健学部救急救命学科教授を経て、2008 年より国際統合医療教育センター所長。2015 年〜 2017 年に事業構想大学院大学研究所客員教授。
また、神奈川県鎌倉市にスピッククリニックを開設、現スピッククリニック名誉院長。点滴療法研究会会長。高濃度ビタミンＣ点滴療法をはじめとするさまざまな点滴
療法を日本に導入。米国先端治療会議認定キレーション療法専門医（CCT）、アメリカ心臓病学会特別正会員 （FACC）、米国オゾン療法学会会員。2009 年第 10 回国際
統合医学会会頭。2012 年より国際オーソモレキュラー医学会会長 ( カナダ )。2011 年国際オーソモレキュラー医学会殿堂入り（カナダ）、2014 年アントワーヌ・ベシャ
ン賞（フランス）、パールメーカー賞（アメリカ）、世界神経療法会議最優秀アカデミー会員（エクアドル）を授与される。2018 年に東京で開催された国際オーソモレキュ
ラー医学会第 47 回世界大会会長。著書 に『ビタミン C がガン細胞を殺す』（角川 SSC）、『超高濃度ビタミンＣ点滴療法ハンドブック』（角川 SSC）、『グルタチオン点滴
でパーキンソン病を治す』（GB）、『つらくないがん治療 : 高濃度ビタミンＣ点滴療法』（GB）、『点滴でアンチエイジング』( 主婦の友 ) などがある。

表１　学会プログラム

表２　学会の概要


